
「
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
厚
生

労
働
大
臣
・
地
方
六
団
体
会
合
」

が
１１
月
１７
日
、
厚
生
労
働
省
内
で

開
催
さ
れ
、
本
会
の
五
井
文
雄
・

副
会
長
（
長
岡
市
議
会
議
長
）
ら

六
団
体
の
代
表
が
、
細
川
律
夫
・

厚
労
相
ら
と
意
見
を
交
換
し
た
。

平
成
２３
年
度
以
降
の
子
ど
も
手

当
に
関
す
る
あ
り
方
を
模
索
す
る

た
め
、
国
側
の
代
表
と
地
方
側
の

代
表
が
折
衝
を
行
う
場
と
な
っ
た

同
会
合
。
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

民
主
党
は
、
今
年
の
参
院
選
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
で
現
行
額
１
万
３
０
０

０
円
か
ら
、
さ
ら
な
る
上
積
み
の

実
施
を
掲
げ
て
お
り
、
財
源
措
置

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

会
議
の
冒
頭
、
挨
拶
の
中
で
細

川
大
臣
は
「
お
詫
び
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
発
言
し
た
。
２３
年

度
以
降
に
つ
い
て
も
、
地
方
負
担

を
継
続
さ
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
置

い
て
い
る
た
め
だ
。

２２
年
度
は
単
年
度
限
り
の
措
置

と
し
て
、
児
童
手
当
分
を
従
前
と

同
様
、
地
方
も
負
担
。
追
加
分
を

国
負
担
と
し
た
。
し
か
し
、
全
国

一
律
の
現
金
給
付
は
元
来
、
地
方

負
担
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
保
育
所
な

ど
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
給
付
こ
そ
が
、
自
治
体
の
創
意

工
夫
で
展
開
さ
れ
る
べ
き
事
業
で

あ
る
と
、
地
方
側
は
再
三
、
主
張

し
て
き
た
�
本
紙
第
１
７
７
２
号

参
照
。
「
２２
年
度
予
算
と
同
様
の

ル
ー
ル
に
よ
り
地
方
負
担
を
継
続

さ
せ
る
こ
と
は
誠
に
遺
憾
」
と
述

べ
た
五
井
本
会
副
会
長
の
弁
は
、

地
方
側
の
総
意
で
あ
る
こ
と
を
政

府
は
理
解
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

五
本
幸
正
・
富
山
市
議
会
議
長
）

は
１１
月
１２
日
、
東
京
・
日
本
都
市

セ
ン
タ
ー
会
館
で
評
議
員
会
を
開

催
し
、
部
会
提
出
議
案
と
会
長
提

出
議
案
�
後
掲
�
な
ど
を
原
案
の

と
お
り
決
定
し
た
。

北
海
道
部
会
な
ど
９
部
会
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
「
真
の
地

域
主
権
改
革
を
目
指
し
た
一
括
交

付
金
化
」
な
ど
全
部
で
１８
件
。
会

長
提
出
に
よ
る
「
地
域
主
権
改
革

の
推
進
に
関
す
る
決
議
」
と
合
わ

せ
、
要
望
内
容
は
各
委
員
会
へ
付

託
し
、
要
望
実
現
を
図
る
こ
と
と

さ
れ
た
。

当
日
は
、
政
府
か
ら
片
山
善
博

・
総
務
大
臣
の
代
理
と
し
て
鈴
木

克
昌
・
総
務
副
大
臣
、
国
会
か
ら

原
口
一
博
・
衆
議
院
総
務
委
員
長

と
那
谷
屋
正
義
・
参
議
院
総
務
委

員
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
。
ま

た
、
各
委
員
会
委
員
長
に
よ
る
活

動
報
告
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

第
８９
回
評
議
員
会

会会
長長
提提
出出
議議
案案

【
第
１
号
】
地
域
主
権
改
革
の
推
進
に

関
す
る
決
議

部部
会会
提提
出出
議議
案案

【
地
方
行
財
政
】

▽
真
の
地
域
主
権
改
革
を
目
指
し
た
一

括
交
付
金
化
（
東
北
部
会
）
▽
国
の
制

度
改
正
等
に
伴
う
財
政
措
置
（
関
東
部

会
）
▽
北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
等

（
北
海
道
部
会
）

【
社
会
文
教
】

▽
医
師
の
確
保
（
東
北
部
会
）
▽
安
定

し
た
国
民
健
康
保
険
制
度
の
確
立
及
び

財
政
措
置
（
近
畿
部
会
）
▽
国
民
健
康

保
険
制
度
の
強
化
充
実
（
中
国
部
会
）

▽
少
子
化
対
策
と
し
て
の
小
児
医
療
費

助
成
制
度
の
創
設
（
中
国
部
会
）
▽
ワ

ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
可
能
な
疾
病
の
定

期
接
種
化
拡
充
の
た
め
の
予
防
接
種
法

早
期
改
正
を
求
め
る
要
望
（
関
東
部

会
）
▽
国
に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
の
予
防

措
置
等
の
実
施
の
推
進
（
九
州
部
会
）

▽
義
務
教
育
施
設
の
耐
震
化
や
老
朽
化

に
伴
う
施
設
整
備
に
対
す
る
財
政
支
援

（
北
信
越
部
会
）
▽
皮
革
排
水
処
理
経

費
に
対
す
る
財
政
支
援
の
抜
本
的
改
善

（
近
畿
部
会
）

【
産
業
経
済
】

▽
農
山
漁
村
の
多
面
的
機
能
を
維
持
す

る
施
策
の
推
進
（
四
国
部
会
）
▽
Ｊ
Ｋ

Ａ
交
付
金
制
度
の
見
直
し
（
四
国
部

会
）

【
建
設
運
輸
】

▽
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促
進
（
北
海

道
部
会
）
▽
北
陸
新
幹
線
の
整
備
促
進

（
北
信
越
部
会
）
▽
地
域
の
実
情
等
に

配
慮
し
た
道
路
整
備
（
東
海
部
会
）
▽

東
海
北
陸
自
動
車
道
４
車
線
化
の
早
期

実
現
（
東
海
部
会
）
▽
九
州
に
お
け
る

高
速
交
通
網
の
整
備
充
実
（
九
州
部

会
）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1779号１１月２５日平成22年
（2010年）

本本会会がが第第８８９９回回評評議議員員会会

地
方
の
立
場
は
全
額
国
費
負
担

子
ど
も
手
当
で
厚
労
相
・
六
団
体
会
合

会
長
提
出
議
案
１
件

部
会
提
出
議
案
１８
件

原原
案案
どど
おお
りり
決決
定定

五本会長のあいさつで評議員会が開会

本会を代表して五井副会長（右手前）が出席

（１） 平成２２年１１月２５日 第１７７９号
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前
号
に
引
き
続
き
、
本
田
宏
・
埼
玉
県
済
生
会
栗
橋
病
院
副
院
長

か
ら
の
寄
稿
文
を
掲
載
し
、
地
域
医
療
の
再
生
の
た
め
の
方
策
を
探

り
ま
す
。
な
お
、
連
載
は
今
回
で
終
了
い
た
し
ま
す
。

な
ぜ
医
療
が
そ
し
て
日
本
が

崩
壊
を
開
始
し
た
の
か

な
ぜ
日
本
の
医
療
が
先
進
国
で

最
低
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
私
が
医
師
に
な
っ

て
３０
年
、
現
在
の
地
域
中
核
病
院

で
２０
年
た
ち
ま
す
が
、
年
ご
と
に

厳
し
く
な
る
医
療
現
場
に
疑
問
を

持
ち
、
医
療
制
度
を
学
び
、
納
得

し
ま
し
た
。
日
本
の
医
療
は
ま
さ

に
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
状
態
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
医
療
再
生
の
た
め
、
そ

の
問
題
点
を
１０
年
前
か
ら
繰
り
返

し
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
を
通
し
て
１
９
９
３

年
に
「
病
院
が
消
え
る
、
苦
悩
す

る
医
者
の
告
白
」
と
い
う
本
を
講

談
社
か
ら
出
版
し
、
日
本
医
療
に

警
告
を
発
し
て
い
た
長
崎
大
学
名

誉
教
授
の
高
岡
善
人
先
生
と
出
会

い
ま
し
た
。
高
岡
先
生
は
日
本
医

療
史
や
戦
後
厚
生
行
政
の
問
題
点

等
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
り
、
渋
沢
栄
一
氏
に
関

す
る
資
料
も
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

渋
沢
栄
一
（
１
８
４
０
〜
１
９

３
１
）
は
国
立
第
一
銀
行
、
王
子

製
紙
を
始
め
近
代
国
家
に
不
可
欠

な
お
よ
そ
５
０
０
の
企
業
設
立
に

関
与
し
日
本
資
本
主
義
の
神
様
と

さ
れ
て
い
る
人
物
。
「
道
徳
経
済

合
一
論
」
を
唱
え
、
実
業
界
の
中

で
最
も
社
会
活
動
に
熱
心
で
、
東

京
慈
恵
会
、
日
本
赤
十
字
社
な
ど

の
設
立
に
関
わ
り
、
関
東
大
震
災

後
は
大
震
災
善
後
会
副
会
長
と
な

り
寄
付
金
集
め
に
奔
走
。
民
間
外

交
の
先
駆
者
で
も
あ
り
、
１
９
２

６
、
２
７
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

の
候
補
に
も
な
っ
た
偉
人
で
す
。

実
は
こ
の
渋
沢
氏
が
現
在
の
日

本
の
医
療
、
そ
し
て
日
本
崩
壊
に

繋
が
る
問
題
点
を
す
で
に
明
治
時

代
に
指
摘
し
て
い
た
の
で
す
。
渋

沢
氏
は
「
論
語
と
算
盤
」
国
書
刊

行
会
で
「
道
徳
経
済
合
一
論
」
の

真
骨
頂
で
あ
る
「
金
儲
け
だ
け
で

は
駄
目
だ
、
論
語
に
立
ち
返
っ
て

社
会
貢
献
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
訴
え
、
さ
ら
に
「
官
尊

民
卑
」
の
問
題
点
に
つ
い
て
も
述

べ
て
い
ま
す
。

渋
沢
氏
は
明
治
の
官
尊
民
卑
に

つ
い
て
指
摘
し
ま
し
た
が
、
立
花

隆
氏
も
同
様
な
指
摘
を
し
て
い
ま

す
。
「
官
僚
の
世
界
で
何
が
一
番

大
切
か
と
い
え
ば
、
順
位
で
あ

る
。
官
僚
の
世
界
の
基
本
ル
ー
ル

は
幾
つ
か
あ
る
が
、
最
大
の
ル
ー

ル
は
順
位
を
乱
さ
な
い
こ
と
で
あ

る
。
（
中
略
）
こ
の
シ
ス
テ
ム
（
年

功
序
列
。
席
次
制
）
は
、
明
治
国

家
の
創
設
以
来
、
日
本
の
官
僚
社

会
で
ず
っ
と
つ
づ
い
て
き
た
慣
習

で
、
こ
れ
を
破
る
こ
と
は
事
実
上

不
可
能
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
日
本

の
社
会
に
根
深
く
入
り
こ
ん
で
い

る
。
（
中
略
）同
じ
シ
ス
テ
ム
が
、

陸
軍
、
海
軍
の
軍
人
の
序
列
と
進

級
に
も
働
い
て
い
る
。
日
本
の
陸

海
軍
を
ダ
メ
に
し
た
の
は
、
こ
の

順
位
席
次
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
昔

か
ら
い
わ
れ
つ
づ
け
た
が
、
そ
れ

が
ゆ
る
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
同
じ
よ
う
に
、
官
僚
の
世
界

で
も
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
い
け
な

い
と
何
度
も
言
わ
れ
な
が
ら
、
ほ

と
ん
ど
全
く
変
わ
る
こ
と
な
く
、

明
治
以
来
今
日
ま
で
つ
づ
い
て
い

る
（Nikkei

BP
net

第
９２
回
２

０
０
６
年
１２
月
２７
日
未
熟
な
安
倍

内
閣
が
許
し
た
危
険
な
官
僚
暴
走

の
時
代
よ
り
）
」
と
。

「
戦
艦
大
和
が
あ
れ
ば
必
ず
勝

て
る
、
神
風
が
吹
く
」
と
言
わ
れ

た
戦
中
と
同
様
に
、
「
医
療
費
は

高
す
ぎ
無
駄
が
多
い
、
医
師
は
偏

在
が
問
題
」
と
い
う
情
報
操
作
が

こ
の
２１
世
紀
に
も
大
手
を
振
っ
て

ま
か
り
通
っ
て
い
る
。
こ
の
構
図

が
、
日
本
の
医
療
、
そ
し
て
日
本

が
崩
壊
を
開
始
し
た
根
底
に
あ
る

の
で
す
。

医
療
崩
壊
の
先
輩
英
国
は
す
で

に
医
療
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１０
％
目
標

に
増
額
し
、
医
学
部
定
員
５０
％
増

を
断
行
し
て
い
ま
す
。
日
本
よ
り

人
口
当
た
り
医
師
数
が
多
い
米
国

も
、
将
来
の
高
齢
化
に
備
え
医
師

増
員
を
図
っ
て
い
ま
す
。
団
塊
の

世
代
の
高
齢
化
を
目
前
に
控
え
た

日
本
が
、
早
急
に
医
療
費
と
医
師

数
増
員
を
図
ら
な
け
れ
ば
、
医
療

崩
壊
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
不
可

能
で
す
。

日
本
は
ど
の
国
を
将
来

モ
デ
ル
に
す
べ
き
か
？

医
師
で
評
論
家
の
李
啓
充
氏

は
、
２
０
０
０
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
統

計
で
、
日
本
の
経
済
成
長
率
は
加

盟
国
中
最
低
、
貧
困
度
は
ビ
リ
か

ら
第
３
位
、
さ
ら
に
貧
困
層
の
共

稼
ぎ
世
帯
割
合
が
突
出
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
（
「
小

さ
な
政
府
」
が
亡
ぼ
す
日
本
の
医

療
�
、
週
刊
医
学
界
新
聞
０８
・
４

・
１４
）
。

さ
ら
に
英
国
レ
ス
タ
ー
大
学
の

「
幸
福
度
調
査
（
日
本
は
世
界
８８

位
）
」
に
つ
い
て
言
及
し
、
英
国

の
テ
レ
ビ
番
組
で
同
調
査
幸
福
度

世
界
１
位
の
デ
ン
マ
ー
ク
（
し
か

し
国
民
負
担
率
７２
・
５
％
と
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
加
盟
国
１
位
）
の
若
者
が

「
税
金
は
少
し
高
い
け
れ
ど
も
、

医
療
費
も
大
学
の
授
業
料
も
無
料

だ
し
、
有
給
休
暇
も
最
低
年
５

週
。
何
も
不
満
は
な
い
」
と
証
言

し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
「
大
き

な
政
府
」
の
西
欧
諸
国
で
は
こ
れ

が
当
た
り
前
と
紹
介
し
て
い
ま
す

（
緊
急
論
考
「
小
さ
な
政
府
」
が

亡
ぼ
す
日
本
の
医
療
�
、
週
刊
医

学
界
新
聞
０８
・
５
・
１９
）
。

日
本
は
国
民
負
担
率
（
税
金

等
）
が
少
な
い
た
め
に
医
療
や
福

祉
予
算
サ
ー
ビ
ス
も
劣
っ
て
い
る

（
低
負
担
低
福
祉≒

小
さ
な
政

府
）
と
説
明
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
日
本
は
医
療
や
福
祉
・
介
護

さ
ら
に
教
育
費
も
大
き
な
国
民
の

個
人
的
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
医
療
・
福
祉
・
介
護
・
教

育
等
の
日
本
人
の
支
出
を
、
現
在

国
民
が
支
払
っ
て
い
る
税
金
や
保

険
料
に
加
え
れ
ば
、
す
で
に
日
本

は
世
界
一
の
国
民
負
担
率
に
な
っ

て
い
る
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

日
本
本
再
生
の
た
め
に
は

教
育
改
革
も
必
要
？

な
ぜ
デ
ン
マ
ー
ク
は
税
金
負
担

が
高
い
の
に
、
幸
福
度
も
高
い
高

負
担
高
福
祉
国
家
づ
く
り
が
可
能

と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
疑

問
は
デ
ン
マ
ー
ク
人
と
結
婚
し
、

か
の
地
で
子
育
て
も
経
験
し
て
い

る
小
島
ブ
ン
コ
ー
ド
孝
子
さ
ん
の

講
演
を
お
聞
き
し
て
解
決
し
ま
し

た
（
０８
年
７
月
１２
日
医
療
制
度
研

究
会
講
演
「
デ
ン
マ
ー
ク
医
療
介

護
制
度
の
実
際
に
つ
い
て
」
）
。

ブ
ン
コ
ー
ド
孝
子
さ
ん
に
よ
れ

ば
、
デ
ン
マ
ー
ク
モ
デ
ル
は
高
度

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
高
負
担
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
、
所
得
税
（
国
税

＋
地
方
税
）
は
平
均
５０
％
、
法
人

税
は
２８
％
、
付
加
価
値
税
は
２５
％

（
日
本
の
消
費
税
に
当
た
り
教
育

の
み
か
か
っ
て
い
な
い
）
、
さ
ら

に
消
費
税
と
し
て
タ
バ
コ
、
ア
ル

コ
ー
ル
、
自
動
車
等
へ
の
特
別
税

が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
一
方

で
、
教
育
は
基
本
的
に
無
料
で
、

地地
域域
医医
療療
崩崩
壊壊
のの
深深
層層
とと

再再
生生
へへ
のの
処処
方方
箋箋

〈３〉終

埼
玉
県
済
生
会
栗
橋
病
院
副
院
長

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制
度
研
究
会
副
理
事
長

本
田

宏
氏

（
３
面
に
続
く
）

第１７７９号 平成２２年１１月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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医
療
再
生
の
処
方
箋

さ
て
、
そ
れ
で
は
地
域
の
医
療

再
生
の
た
め
に
現
在
で
き
る
こ
と

は
何
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
に
お
願

い
し
た
い
こ
と
を
ま
と
め
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

１
�
医
師
増
員
の
た
め
声
を
挙
げ

る
世
界
か
ら
見
て
少
な
く
と
も
１２

・
５
万
人
医
師
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
団
塊
世
代
の
高
齢
化
を
考
え

れ
ば
、
医
師
増
員
が
必
須
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
国
に
要
求

を
お
願
い
し
ま
す
。

医
師
増
員
は
即
効
性
は
な
い
も

の
の
、
増
員
を
開
始
し
な
け
れ

ば
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
皆
さ
ん

の
地
域
に
医
師
は
き
ま
せ
ん
。

２
�
医
療
費
増

日
本
の
総
医
療
費
を
せ
め
て
Ｇ

７
平
均
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
１０
％
ま
で
ア
ッ

プ
さ
せ
な
け
れ
ば
医
療
再
生
は
不

可
能
で
す
。
診
療
報
酬
点
数
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
ま
と
も
に
医
療

を
や
っ
て
い
れ
ば
病
院
が
黒
字
に

な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
基
本
で

す
。病

院
が
赤
字
だ
か
ら
、
税
金
や

補
助
金
等
の
地
域
負
担
が
発
生
す

る
構
図
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。同

時
に
地
域
で
限
り
あ
る
予

算
、
病
院
建
設
に
使
う
か
、
人
材

確
保
に
当
て
る
の
か
、
慎
重
の
上

に
も
慎
重
に
決
定
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

３
�
医
師
確
保
の
た
め
に
医
療
秘

書
等
ス
タ
ッ
フ
充
実
を

医
師
確
保
と
い
う
と
、
他
か
ら

医
師
を
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
方
向
に

目
が
い
き
ま
す
が
、
医
師
は
全
国

で
奪
い
合
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
医
師

が
辞
め
な
い
よ
う
に
、
誇
り
を
持

て
る
よ
う
な
労
働
環
境
を
作
る
対

策
が
大
事
で
す
。
医
療
秘
書
を
は

じ
め
と
す
る
マ
ン
パ
ワ
ー
を
整
え

「
働
き
や
す
い
病
院
」
と
評
価
さ

れ
れ
ば
、
新
し
い
医
師
が
集
ま
る

こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

４
�
住
民
と
協
働
す
る

兵
庫
県
立
柏
原
病
院
の
「
小
児

科
を
守
る
会
」
の
お
母
さ
ん
た
ち

の
活
動
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

全
国
で
地
域
住
民
が
医
療
崩
壊
の

実
態
を
知
り
、
単
に
医
療
を
受
け

る
側
か
ら
、
医
療
機
関
や
医
療
者

を
守
ろ
う
と
立
ち
上
が
り
始
め
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
の
医
師

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
し
よ
う

と
、
軽
症
で
の
救
急
外
来
受
診
を

少
な
く
す
る
等
の
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
行
政
の
予
算

を
使
う
に
し
て
も
、
住
民
の
理
解

と
協
力
が
な
け
れ
ば
始
ま
り
ま
せ

ん
。
そ
の
意
味
で
政
治
家
の
皆
さ

ん
が
正
し
い
情
報
を
え
て
、
住
民

と
と
も
に
協
働
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
�
地
域
の
医
療
・
福
祉
体
制
構

築
の
視
点
が
重
要

新
し
い
病
院
は
建
っ
た
が
、
目

論
見
通
り
に
は
医
師
は
来
ず
、
既

存
の
病
院
か
ら
は
医
師
が
消
え
、

赤
字
だ
け
が
地
元
に
残
っ
た
。
こ

れ
が
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
で
す
。

皆
さ
ん
の
地
域
の
医
療
機
関
の

施
設
や
マ
ン
パ
ワ
ー
を
最
大
限
に

生
か
せ
る
よ
う
、
熟
議
の
上
で
連

携
を
図
る
体
制
作
り
が
重
要
で

す
。
高
齢
化
を
迎
え
、
急
性
期
医

療
の
み
で
な
く
慢
性
期
か
ら
福
祉

ま
で
含
め
た
体
制
整
備
が
急
務
で

す
。
地
元
行
政
の
一
番
の
役
割

は
、
地
元
医
師
会
や
病
院
、
そ
し

て
地
域
の
大
学
病
院
、
さ
ら
に
福

祉
機
関
も
連
携
で
き
る
よ
う
な
話

し
合
い
の
場
を
作
る
こ
と
で
す
。

医
療
も
基
本
的
に
無
料
（
薬
代
の

一
部
が
個
人
負
担
）
、
福
祉
は
大

半
の
経
費
を
国
と
市
が
負
担
し
、

さ
ら
に
国
民
年
金
は
今
後
徐
々
に

支
給
開
始
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
予
定
で
は
あ
る
も
の
の
、
現
在

６５
歳
以
上
に
支
給
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

さ
ら
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
向

上
に
は
合
理
化
・
効
率
化
が
不
可

欠
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
に
は

「
税
金
を
無
駄
遣
い
し
な
い
！
」

と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
で
き
て

お
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
日
本
の
よ

う
な
税
金
の
無
駄
遣
い
が
あ
れ
ば

国
民
が
許
さ
な
い
よ
う
で
す
。

そ
し
て
そ
の
国
民
性
の
違
い
の

背
景
と
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
と
日
本

の
教
育
に
対
す
る
根
本
的
な
違
い

を
紹
介
し
ま
し
た
。
日
本
は
偏
差

値
・
学
歴
優
先
社
会
で
す
、
幼
稚

園
に
入
る
た
め
の
「
お
受
験
」
か

ら
始
ま
り
、
少
し
で
も
有
名
校
に

入
ろ
う
と
塾
通
い
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
デ
ン
マ
ー
ク

で
は
幼
児
や
初
等
教
育
で
重
要
視

し
て
い
る
の
は
、
第
一
に
「
よ
く

遊
べ
」
（
レ
ゴ
と
い
う
名
の
玩
具

は
デ
ン
マ
ー
ク
製
で
、
レ
ゴ
は
遊

ぶ
と
い
う
意
味
）、
第
二
に
は「
自

立
と
民
主
主
義
」
の
重
要
性
を
教

え
る
こ
と
な
の
で
す
。

国
民
が
「
自
立
」
と
「
民
主
主

義
」
を
重
要
と
認
識
で
き
れ
ば
、

自
立
す
る
た
め
に
は
互
助
互
恵
社

会
が
基
本
で
、
医
療
・
福
祉
・
介

護
・
教
育
な
ど
の
社
会
的
共
通
資

本
整
備
に
つ
い
て
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
が
容
易
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん

国
民
か
ら
集
め
た
税
金
を
ど
う
使

う
か
は
、
ま
さ
に
民
主
主
義
の
基

本
で
す
。
一
方
日
本
で
は
受
験
戦

争
の
勝
者
は
、
自
分
が
勝
者
と
勘

違
い
し
、
引
退
後
ま
で
特
別
待
遇

が
当
然
と
な
り
、
国
民
全
体
の
幸

せ
な
ど
二
の
次
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

お
わ
り
に

私
た
ち
日
本
人
は
困
難
に
直
面

し
た
時
に
「
四
苦
八
苦
す
る
」
と

言
い
ま
す
が
、
２
５
０
０
年
前
の

お
釈
迦
様
の
時
代
か
ら
人
間
の
一

番
の
悩
み
は「
四
苦
…
生
老
病
死
」

と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。
今
高
齢
者
の
た
め
に

自
分
が
医
療
費
を
負
担
す
る
こ
と

に
反
対
す
る
若
者
も
生
き
て
い
れ

ば
必
ず
老
い
ま
す
。
「
こ
の
道
は

い
つ
か
来
た
路
、
こ
の
道
は
い
つ

か
行
く
路
」
な
の
で
す
。

日
本
に
は
憲
法
２５
条
が
あ
り
ま

す
が
守
ら
れ
て
い
な
い
。「
自
分
だ

け
、自
分
の
家
族
だ
け
、自
分
の
会

社
や
組
織
だ
け
、
そ
し
て
自
分
の

国
だ
け
が
幸
せ
」
は
こ
の
世
で
は

不
可
能
で
す
。
今
こ
そ
富（≒

金
）

国
強
経
か
ら
、
豊
国
幸
民
（
豊
は

心
の
豊
か
さ
も
表
す
）
に
価
値
観

を
転
換
す
べ
き
チ
ャ
ン
ス
の
時
。

健
全
な
民
主
主
義
・
資
本
主
義

社
会
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
医
療

・
福
祉
・
教
育
は
社
会
的
共
通
資

本
で
す
。
皆
様
も
ぜ
ひ
医
療
崩
壊

に
関
心
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
で

き
れ
ば
応
援
も
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

本
田

宏
（
ほ
ん
だ

ひ
ろ
し
）

埼
玉
県
済
生
会
栗
橋
病
院
副
院

長
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制
度
研
究

会
副
理
事
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

○昭和５４年（１９７９年）弘前大卒。同第
１外科、東京女子医大腎臓病総合医療
センター外科を経て、平成元年（１９８９
年）に済生会栗橋病院（埼玉県栗橋町）
外科部長、平成１３年（２００１年）より現
職。現場で働く者の立場で国民のため
の医療を考える勉強会「ＮＰＯ法人医
療制度研究会」の副理事長も務める。
○著書に『医療崩壊のウソとホント』
ＰＨＰ研究所２００９年、『誰が日本の医
療を殺すのか―「医療崩壊」の知られ
ざる真実』洋泉社 ２００７年、編著に『医
療崩壊はこうすれば防げる！』洋泉社
２００８年、など。

（
２
面
か
ら
続
く
）

（３） 平成２２年１１月２５日 第１７７９号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

野
田
委
員
長
が
あ
い
さ
つ

民
主
党
へ
要
請
す
る
正
副
委
員
長

本
会
の
地
域
主
権
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
�
野
田

譲
・
仙
台
市
議
会
議
長
）
は
１１
月

１１
日
、
委
員
会
発
足
後
２
回
目
と

な
る
委
員
会
を
開
き
、
「
地
域
主

権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
本
会
の

対
応
」
を
ま
と
め
た
。
本
会
で
は

今
後
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
、

地
方
行
財
政
検
討
会
議
等
に
お
い

て
、
取
り
ま
と
め
た
対
応
に
基
づ

き
意
見
を
展
開
し
て
い
く
。

本
会
が
主
張
す
べ
き
項
目
の
柱

は
７
本
。
▽
地
域
主
権
改
革
関
連

３
法
案
の
早
期
成
立
▽
地
方
一
般

財
源
総
額
の
確
保
▽
子
ど
も
手
当

財
源
の
全
額
国
費
負
担
▽
義
務
付

け
・
枠
付
け
の
見
直
し
と
条
例
制

定
権
の
拡
大
▽
国
と
地
方
の
役
割

分
担
の
見
直
し
と
都
道
府
県
か
ら

市
へ
の
権
限
移
譲
▽
ひ
も
付
き
補

助
金
の
一
括
交
付
金
化
▽
地
方
議

会
の
権
能
強
化
―
―
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

特
に
、
「
地
方
議
会
の
権
能
強

化
」
の
項
で
は
、
地
方
議
会
議
員

の
法
的
な
位
置
付
け
を
明
確
に
す

る
た
め
、
地
方
議
員
の
職
責
・
職

務
を
地
方
自
治
法
上
で
規
定
す
る

よ
う
要
求
。
こ
の
ほ
か
、
議
長
へ

の
議
会
招
集
権
の
付
与
、
議
長
へ

の
議
会
費
予
算
執
行
権
の
付
与
な

ど
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。地

域
主
権
改
革
が
進
展
し
、
自

治
体
の
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の

範
囲
が
拡
大
す
れ
ば
、
必
然
的
に

住
民
代
表
と
し
て
の
意
思
決
定
機

関
で
あ
る
地
方
議
会
の
役
割
は
、

よ
り
一
層
の
需
要
性
を
増
す
。
議

会
が
住
民
の
負
託
に
応
え
、
機
能

を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
も
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
自
ら
の
判
断

で
権
能
を
行
使
で
き
る
「
強
い
議

会
」
の
構
築
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

当
日
は
総
務
省
の
久
元
喜
造
・

自
治
行
政
局
長
が
、
地
域
主
権
改

革
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

本
会
の
地
方
財
政
委
員
会
（
委

員
長
�
榎
元
一
已
・
西
之
表
市
議

会
議
長
）
は
１１
月
１５
日
、
委
員
会

を
開
き
要
望
を
取
り
ま
と
め
た
。

こ
の
要
望
は
、
１１
月
１２
日
に
開

催
さ
れ
た
本
会
評
議
員
会
�
本
紙

１
面
掲
載
�
で
決
定
さ
れ
た
「
地

域
主
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
決

議
」
な
ど
を
勘
案
し
、
ま
と
め
ら

れ
た
内
容
。
地
方
一
般
財
源
総
額

の
確
保
、
子
ど
も
手
当
財
源
の
全

額
国
費
負
担
な
ど
の
ほ
か
、
国
の

制
度
改
革
等
に
伴
う
財
政
措
置
を

求
め
て
い
る
。

国
の
制
度
改
正
等
に
関
す
る
要

望
は
今
回
、
新
規
に
加
え
ら
れ
た

内
容
。
国
の
責
任
に
お
い
て
実
施

さ
れ
る
べ
き
「
制
度
創
設
」
「
制

度
改
正
」
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

に
地
方
と
の
協
議
を
十
分
に
実
施

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
併
せ

て
、
地
方
に
財
政
負
担
が
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
求
め
る
内
容
も

盛
り
込
ま
れ
た
。

会
議
終
了
後
、
委
員
長
ほ
か
北

猛
俊
・
副
委
員
長
（
富
良
野
市
議

会
議
長
）
、
伊
佐
治
由
行
・
副
委

員
長
（
中
津
川
市
議
会
議
長
）
は

民
主
党
に
対
し
、
要
望
事
項
実
現

へ
の
協
力
を
申
し
入
れ
た
。
同
党

か
ら
は
、
加
賀
谷
健
・
民
主
党
陳

情
要
請
対
応
本
部
副
本
部
長
ら
が

応
対
し
、
本
会
の
要
望
を
受
け
付

け
た
。

同
党
の
陳
情
要
請
対
応
本
部

は
、
本
年
１０
月
に
立
ち
上
が
っ
た

部
門
。枝
野
幸
男
・
幹
事
長
代
理
が

本
部
長
を
務
め
、組
織
委
員
会
、企

業
団
体
委
員
会
、幹
事
長
室
、政
策

調
査
会
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
政

権
が
交
代
し
て
１
年
間
の
陳
情
に

対
応
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
よ
り

よ
い
党
の
対
応
を
目
指
し
て
い
る
。

な
お
当
日
は
、
総
務
省
自
治
財

政
局
の
稲
山
博
司
・
交
付
税
課
長

が
「
平
成
２３
年
度
地
方
財
政
の
課

題
」
、
同
省
自
治
税
務
局
の
青
木

信
之
・
企
画
課
長
が
「
平
成
２３
年

度
地
方
税
制
の
課
題
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

全
国
公
営
交
通
事
業
都
市
議
長

会
（
会
長
�
三
島
進
・
松
江
市
議

会
議
長
）
は
１１
月
１１
日
、
正
副
会

長
・
監
事
・
相
談
役
会
議
を
開

き
、
公
営
交
通
事
業
関
係
予
算
に

関
す
る
要
望
を
ま
と
め
た
。

要
望
事
項
は
、
平
成
２２
年
６
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
成
長
戦
略

で
「
交
通
基
本
法
の
制
定
と
関
連

施
策
の
実
施
」
が
示
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
た
も
の
。
ま
た
、
国
土

交
通
省
の
２３
年
度
予
算
概
算
要
求

で
「
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改

善
事
業
」
の
創
設
が
打
ち
出
さ
れ

た
こ
と
を
も
踏
ま
え
て
い
る
。

会
議
終
了
後
、
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
実
行
運
動
班
は
、
要
望
事

項
の
実
現
を
図
る
た
め
、
民
主
党

陳
情
要
請
対
応
本
部
の
中
川
治
・

企
業
団
体
対
策
副
委
員
長
を
訪

ね
、
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

な
お
当
日
は
、
総
務
省
自
治
財

政
局
の
笠
井
敦
・
公
営
企
業
経
営

企
画
室
長
、
国
土
交
通
省
自
動
車

交
通
局
旅
客
課
の
宮
本
和
昭
・
専

門
官
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
管
す

る
平
成
２３
年
度
予
算
要
求
の
概
要

等
に
つ
い
て
説
明
を
聴
取
し
た
。

民
主
党
へ
要
請
す
る
実
行
運
動
班

今
後
の
本
会
の
対
応
を
協
議

地
域
主
権
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

本
会
の
地
財
委
要
望
ま
と
め
る

会
議
終
了
後
に
は
要
請
活
動
を
展
開

要
望
ま
と
め
各
方
面
へ
要
請

公
営
交
通
事
業
都
市
議
長
会
が
役
員
会
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